
船舶事故等調査報告書 

平成２３年１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０那第３１号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年３月２９日（月） １１時０７分ごろ 

発生場所 沖縄県座間味
ざ ま み

村座間味港 

座間味港外防波堤灯台から真方位０９０°１６０ｍ付近  

（概位 北緯２６°１２.８′ 東経１２７°１８.０′） 

事故等調査の経過  平成２２年６月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ 旅客船 飛鳥
あすか

Ⅱ
ツー

、５０,１４２トン 

１４０２８７、郵船クルーズ株式会社 

Ｂ 搭載艇 ＡＳＵＫＡ
ア ス カ

Ⅱ
ツー

５、１９トン 

２３５－４６３５０、郵船クルーズ株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級海技士（航海） 

Ｂ 艇長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ なし  

Ｂ プロペラガード及び船底に擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、座間味港南方沖に錨泊して、Ｂ艇を降下した。 

Ｂ艇は、Ａ船から座間味港フェリーターミナルまで旅客を運んでいた。

Ｂ艇は、艇長ほか２人が乗り組み、旅客５６人を乗せ、船首約０.３ｍ、船

尾約１.０ｍの喫水でＡ船を出発し、座間味港に向け航行中、北東の風に圧

流され、平成２２年３月２９日１１時０７分ごろ、船尾船底が浅所に乗り

揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約２～３ｍ 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 あり 

判明した事項の解析 Ｂ艇は、座間味港において、同港フェリーター

ミナルに向け航行中、うねり及び風が操船に与え

る影響を考慮せずに航行したため、圧流されたも

のと考えられる。 

原因 本事故は、Ｂ艇が、座間味港において、同港フェリーターミナルに向け

航行中、うねり及び風が操船に与える影響を考慮せずに航行したため、南

方に圧流され、浅瀬に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 

 




